
(1)

c芸丈ビよι] No.130

発行 2024年 7月 30日 /尼 崎 芸 術 文 化 協 会

〒660-0881 尼崎市昭和通 2-7-16(公財)尼崎市文化振興財国内

丁巨L06-6487-0806  FAIX06-6482-3503

祝
受
賞

協会の活動ケ

' 令
和
６
年
度
総
会

・
文
化
講
演
会

・

懇
親
会
を
開
催

令
和
６
年
５
月
２５
日
尼
崎
市
総

合
文
化
セ
ン
タ
１
７
階
会
議
室
で

小
池
弘
三
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
第
６６
回
文
化
講
演
会
を

「施

し
て
心
豊
か
に
」
と

い
う

テ
ー

マ

で
開
催
し
ま
し
た
。

一
般

の
参
加

者
を
含
む
５０
名

の
聴
講
者
が
貫
主

の
講
話
を
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
は
都
ホ
テ
ル

「
さ

つ
き

の
間
」
に
お

い
て
定
例

の
懇

親
会
を
実
施
し
、
ビ

ア
ノ
の
金
子

浩
三
氏
、
フ
ル
ー
ト
の
平
岡
洋
子

氏
、
声
楽
の
石
井
か
お
り
氏
、
チ

ェ

ロ
の
植
木
美
帆
氏
や
今
年
度
入
会

さ
れ
た
薬
師
寺
明
子
氏

の
ほ
か
、

関
西
鍵
盤

ハ
ー
モ
ニ
カ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
仲
間
た
ち
に
よ
る
素
晴
ら

し

い
歌
声

や
演
奏

が
披
露
さ
れ
、

会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
当
協
会

の
顧
間
で
も
あ

る
尼
崎
市
長

の
松
本
具
氏
が
参
加

さ
れ
、
会
員

の
皆
様
と
芸
術
文
化

に
対
す
る
談
議
を
深
め
ら
れ
ま
し

た
。

尼
崎
芸
術
文
化
協
会
第
４１
回
舞
台
公
演

「音
楽
発
見
！

～
生
命
輝
く
室
内
楽
の
楽
し
み
～
」

フ
ル
ー
ト
　
平
岡
洋
子

令
和
５
年
東
久
迩
宮
平
和
賞
受
賞
記
念
公
演

と
　
き
　
令
和
６
年
９
月
１４
日

（土
）

午
後
４
時
～

と
こ
ろ
　
あ
ま

し

ん

ア
ル
カ
イ

ツ

ク
ホ
ー
ル

・
オ
ク
ト

入
場
料
　
前
売
　
３
、
０
０
０
円

当
日
　
３
、
５
０
０
円

会
員
の
活
動
状
況

◇
長
野
ひ
と
み

「
２
０
２
４
日
洋
会
選
抜
展
」

ぎ
ゃ
ら
り
い

サ
ム
ホ
ー
ル

５

月

２７

日

～

６

月

２

日

◇
須
佐
美
恵
子

「須
佐
美

恵
子

洋
画
展
」

ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
け
だ

５

月

２９

日

～

６

月

３

日

「
Ｖ
ｏ
展
」

芝
田
町
画
廊

６

月

２０

日

～

２４

日

◇
芝
田
順
子

「第
８０
回
記
念
関
西
水
彩
画
会
選
抜
展
」

尼
信
会
館

６

月

１

日

～

７

月

７

日

「第
２９
回
関
西
水
彩
画
会

会
員
展
」

江
之
子
島
文
化
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー

６
月
Ｈ
日
～
１６
日

「
第
６６
回

一
水
会
兵
庫
県
出
品
者

協
会
展
」

兵
庫
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

６

月

１８

日

～

２３

日

◇
植
木
美
帆

「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

１

０

０

Ｂ

Ａ

Ｎ

ホ

ー

ル

６

月

９

日

◇
楠
森
道
剛

「
２
０
２
４

一
陽
会
関
西
作
家
展
」

西
宮
市
立
北
ロ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

６

月

１８

日

～

２３

日

◇
狩
谷
春
樹

Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｆ
Ｍ
「邦
楽
の
ひ
と
と
き
」

曲
目

一
二
代

狩
谷
春
樹
作
曲

『澪

つ
く
し
』

６

月

２４

日

◇
能
宗
京
子

「第
４６
回
日
本
新
工
芸
展
」

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

７

月

２

日

～

７

日

◇
野
中
美
行
、長
野
ひ
と
み
、安
田
祐
治

「第
３８
回
日
洋
展
」

宝
塚
市
立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー

７
月
Ｈ
日
～
１６
日

◇
仲
村
　
絃

「
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
―
で
―

（出
会
え
ば
兄
弟
）
」

あ
ま
し
ん
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
オ
ク
ト

Ｈ
月
３０
日

名審の決度尼
総の議予算総崎
会可 し算

｀
会芸

終確会
｀
事 を術

了F員 事業開文
後蟄

‐総業報催化｀
雪数内告 し協

須Jl容 ｀
令会

磨To等 令和の
寺「 0の 和 5令
貫≠名議 6年 和
主

°モ中題年度 6
の 68を 度の年

佐藤  鳥
重井  涛
須佐美 恵

第39回 読売書法展 奨励賞

第39回 読売書法展 秀逸

第107回 二科展 会友推挙

氏

氏

氏

海

香

子

りれ縫鱒_
今
回
は
塾
、
今
日
は
ス

イ
ミ
ン
グ
、
毎
日
そ
ん
な

日
々
で
冬

っ
た
子
育
て
。

今
回
は
病
院
、
今
回
は
リ

ハ
ビ
リ
と
況

の
介
霞
。

も

っ
と
子
育
て
も
介
護

も
、
楽
ｔ
ん
だ
ら
え
か
っ

た
と
後
悔
ｔ
て
い
ま
す
。

今
、
老

人

セ
ン
タ
ー

の
絵

の
講
師

に
行

っ
て

い
ま
す
。
皆

さ
ん
と
て

も
楽
ｔ
そ
う
に
会
を
結

い
て

い
ら
ｔ

て
、
原
点

を
几
て

い
る
よ
う
な
気

今
年
す
る
と
決

め
た

チ

ャ

レ

ン

ジ

も

、

う

ま

く

い
か
な

か

っ
た
。
詐

だ

っ
て
え
な
り
小
な
り
、

う
よ
く

い
か
な

い
こ
と

は
あ

り
、
誰

も

が
普

ｔ

み
や
悲

―

み
を
小
脇

に

が
ｔ
ま
す
。
自
分
も
絵

を
楽
ｔ
み
た

い
の
に
、
雑

用
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

毎
日
毎
日
が
あ

っ
と

い

う
間
に
過
ぎ
て
い
き
１
日

３０
時
間
な
ら

い
い
の
に

と
思

っ
て
ｔ
ま

い
ま
す
。

洋
　
画

長
野
　
ひ
と
み

今
ご
ろ
気
が
つ
い
た
こ
と

則

エ
ー
く
千
年

に
刻
よ

れ
て

い
る
こ
と
に

ハ
ツ

と
ｔ
ま
す
。

今
年

は
及
年
、
ま
だ

ま
だ
半
分

の
こ

っ
て

い

ま
す
。
昇
記
の
背
に
乗

っ

て
、
夢
を
叶
え
る
ぞ
！

抱

え

て
生

き

て

い
る
。

そ
ん
な
あ

た
り
ま
え

の

事

に
、
今

ご
ろ
気
が

つ

き
ま
ｔ
た
。

日
々
の
出
来
事
や
感

情
は
上
書
き
さ
れ
て

い

き
、
そ
ｔ
て
時
間
は
規

１

０

』

¨
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じ
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レ
書

鷹

取

雅

泉

六
十
代
で
の
同
窓
会
を
経
て
の

ミ
ニ
同
窓
会
。
今
年
か
ら
九
十
代

の
先
生
と
の
清
荒
神
詣
り
が
月
例

会
と
な
る
。
我
々
が
初
め
て
の
教

え
子
で
、
未
だ
に
元
気
で
お
会

い

出
来
る
喜
び
を
噛
み
し
め
乍
ら
荒

神
さ
ん
へ
の
坂
道
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。

圭
日
　

佐
々
木
　
佳
　
苑

最
近
、
数
十
年
ぶ
り
に
偶
然
か

つ
て
の
同
僚
と
会
う
機
会
に
恵
ま

れ
た
。
人
と
の
縁
は
本
当
に
不
思

議
だ
。
今
ま
で
に
ど
れ
だ
け
沢
山

の
人
達
と
出
会

っ
て
き
た
事
だ
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
も
出
会
い
を
大
切
に

し
て
心
豊
か
に
生
き
て
い
き
た
い
。

書

村

田

祥

鳳

本
日
は
晴
天
な
り

四
月
末
に
植
え
た
夏
野
菜
が
水

を
欲
し
が

っ
て
い
る
。
同
居
人
は

追
肥
摘
芯
水
や
り
等
々
い
そ
が
し

い
。
こ
の
話
を
待

っ
て
い
て
下

さ

っ
た
村
上
先
生
は
旅
立
た
れ

た
。
話
を
し
た
か

つ
た
。
や
わ
ら

か
い
、
や
さ
し
い
手
を
な
で
な
が

ハ・ｈノ‥
・・‥
。

洋
画

板

山

貴

夫

私

の
油
絵
阿
弥
陀
如
来
３０
号

が
、
令
和
四
年
三
月
三
十

一
日
、

日
光
東
照
宮

に
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も

一
生
け
ん
め
い

に
頑
張
り
ま
す
。
芸
術
文
化
協
会

は
じ
め
、
皆
様
方
の
御
指
導
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

写
真

小
　
寺
　
一　
郎

会
員
も
年
を
重
ね
て
い
く
中
、

皆
様
と

の
出
会

い
を
喜
び
と
し

て
、
今
年
も
写
真
展
を
開
催
で
き

た
事
は
こ
の
上
な

い
喜
び
で
す

が
、
反
面
ご
来
場
頂
く
皆
様
も
高

齢
化
し
い
つ
ま
で
写
真
展
が
出
来

る
の
か
寂
し
く
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

書

家

久

静

子

今
年
は
お
正
月
早
々
か
ら
、
能

登
半
島
の
地
震
災
害
、
天
候
不
順

に
依
る
作
物
の
不
作
、
円
安
等
で

物
価
高
騰
、
六
月
か
ら
は
六
百
種

の
値
上
げ
等
苦
慮
が
多

い
。
私
は

書
作
品
創
作
で

一
切
を
忘
れ
解
放

さ
れ
る
思
い
で
救
わ
れ
て
い
る
。

洋
画

佐

藤

一

成

新
世
紀
展

の
た
め
に
上
京
し

た
。
作
品

の
審
査
。
授
賞
選
考
。

部
屋
割
。
展
示
等
。
七
日
間
の
作

業
。
悪
い
体
調
を
押
し
て
の
東
京

暮
ら
し
を
強
行
し
た
。
仲
間
の
助

け
を
借
り
て
無
事
終
了
し
た
。
ま

だ
描
け
る
。
残

っ
た
の
は
感
謝
の

み
。

写
真

丼

上

尚

久

今
年

五
月

に
四
十

六
年

間
勤

め
た
会
社
を
契
約
満
了
に
よ
り
退

職
し
た
。
毎
日
が
日
曜
日
と

い
う

状
況
に
な
り
、

い
つ
で
も
写
真
撮

影
が
で
き
る
。
し
か
し
休
日
し
か

撮
影

で
き
な

い
時
と
比
べ
、
テ
ン

シ
ョ
ン
を
上
げ
る
の
に
苦
労
し
て

い
る
。

俳
句
　
田
　
代
　
圭目
　
山

昨
年
末
は
、
初
め
て
の
句
画
集

『風
ま
か
せ
』
編
集

で
多
忙
を
極

め
ま
し
た
が
、
今
年
は
句
会
数
を

整

理
し
月
六
回

に
し
ま

し
た

の

で
、
体
も
随
分
楽
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
分
で
す
と
喜
寿

に
は
再
度
句

画
集
を
出

せ
る
か
も
知

れ
ま

せ

ん
。

現
代
美
術池

水

慶

一

ブ
ラ
ジ
ル
人
ラ
フ
ァ
エ
ル
氏

か
ら

「南
部
の
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ

市
で
開
催
さ
れ
る
メ
ル
コ
ス
ー

ル

ｏ
ビ

エ
ン
ナ
ー

レ

の
チ

ー

フ

キ

ュ
レ
ー
タ
ー
に
な

っ
た
、
是
非

出
品
し
て
ほ
し
い
」
と

の
メ
ー
ル

が
あ

っ
た
。
遠

い
地

で
は
あ

る

が

「
雷
」
の
塔
を
建

て
る
こ
と
に

し
た
。

洋
画

岡

本

英

生

白
内
障
を
手
術
。
視
界
良
好
。

絵
を
描
く
の
も
運
転
も
随
分
楽
に

な

っ
た
。
有
難
い
事
だ
。
し
か
し

楽
あ
れ
ば
苦
あ
り
。
見
え
な
く
て

も
よ
い
テ
ー
ブ
ル
や
床
の
上
の
小

さ
な
ゴ
ミ
が
や
た
ら
目
に
つ
く
。

私
は
毎
日
の
ゴ
ミ
拾

い
に
忙
し

洋
画
　
埜
ユ
　
丼
　
隆

　
良

忙
し
く

（雑
用
も
）
絵
が
描
け

な
い
。
昼
人
間
で
九
時
に
は
布
団

の
中
。
お
会
い
し
た
方
々
に

「お

元
気
で
す
ね
？
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
ね
。
絵
、
合
唱
、
飲
み
会
、
貧

乏
旅
行
と
諦
め
も
含
め
、
残
り
の

人
生
を
力
ま
ず
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

書

丹

羽

雅

堂

展
覧
会
に
向
け
て
書
作
し
て
お

り
ま
す
と
、
時
々
調
和
体
や
仮
名

も
書

い
て
み
た
い
と
切
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
私
は
勤
務
も
あ
り

時
間
が
足
り
ま
せ
ん
。
お
仕
事
が

あ
り
、
働
け
る
喜
び
を
感
謝
し
つ

つ
。
あ
あ
、
や
は
り
、
「あ
れ
も

書
き
た
い
、
こ
れ
も
書
き
た
い
」

洋
画
　
平
　
田
　
睦
　
夫

長
女
が
離
婚
し
た
、
三
人
の
子

供
を
連
れ
て
。
友
達
夫
婦
で
仲
が

良
か
っ
た
が
、
事
業
継
承
で
長
女

が
悪
者
に
な
っ
た
。
私
達
夫
婦
は

嫁
ぎ
先
に
出
向
い
た
が
、
も
う
こ

こ
へ
来
る
事
は
な
い
な
、
と
様
々

な
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
。

フ
ル
ー
ト平

岡

洋

子

来
た
る
９
月
１４
日
ア
ル
カ
イ
ッ

ク
ホ
ー
ル

・
オ
ク
ト
に
於
い
て
今

年
の
芸
術
文
化
協
会
の
公
演
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
フ
ル
ー
ト
を

中
心
に
、
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
が
生
ま

れ
た
頃
の
様
子
を
再
現
し
な
が
ら

豪
華
に
演
奏
致
し
ま
す
―
是
非
ご

来
場
お
願
い
致
し
ま
す
。

声
楽

石
　
丼
　
か
お
り

年
々
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
お

か
し
く
な

っ
て
来

て
い
る
よ
う

で
、
昔
の
童
謡
唱
歌
な
ど
、
選
ん

で
歌
う
の
に
迷
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。
情
景
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
な

美
し
い
日
本
語
の
歌
は
大
切
に
歌

い
継
が
れ
て
欲
し
い
で
す
。

ピ
ア
ノ

齊

藤

マ

ヤ

本
年
は
主
人
と
私
の
結
婚
四
十

周
年
に
加
え
主
人
は
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
生
活
五
十
周
年
、
私
は
ピ
ア
ニ

ス
ト
歴
四
十
五
周
年
記
念
年
。
山

有
り
谷
有
り
共
に
続
け
て
参
れ
た

事

は
感
慨
も
深
く
、
支
え

て
下

さ

っ
た
皆
様

に
は
感
謝

の
花
東

を
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
芸
文
だ
よ
り
で
は
会
員
の
活

動
状
況
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
個
展

・
演
奏
会

・
受
賞

等
事
務
局
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ

い
。
ま
た
案
内

ハ
ガ
キ

ｏ

チ
ラ
シ
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た

ら
情
報

コ
ー
ナ
ー
に
置
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
郵

送
く
だ
さ
い
。

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ

薬
師
寺
　
明
子
氏

（洋
楽
）

宮
名
利
　
育
氏

（洋
楽
）

佐
藤
　
友
香
氏

（洋
楽
）

南
條
　
雅
子
氏

（洋
楽
）

退
会
会
員
の
お
知
ら
せ

野
口
　
　
龍
氏

（川
柳
）

追
悼増

戸
陽
道
氏

（書
）
が
本
年

４
月
２６
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。


